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平成 20 年３月期（中間期）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 19 年９月 25 日に公表しました平成 20 年３月期（平成 19年４月１日～平成 20 年３月

31 日）中間期の業績見通しを下記のとおり修正いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

１．平成 20 年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

連結業績（中間期） 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 4,500 165 130 88 

今回修正（Ｂ） 4,074 197 170 89 

増減額（Ｂ－Ａ） △425 32 40 １ 

増減率（％） △9.5％ 19.5％  31.3％ 2.2％ 

 

 

 

２．平成 20 年３月期中間個別業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

連結業績（中間期） 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,500 55 40 58 

今回修正（Ｂ） 2,354 97 95 45 

増減額（Ｂ－Ａ） △145 42 55 △12  

増減率（％） △5.8％  78.0％ 139.5％ △21.5％ 

 



３．修正の理由 

 

＜当中間連結業績予想修正の理由＞ 

(1) 当中間連結売上高の減少の理由 

 9 月末に予定していたオンラインゲーム作品及びアニメ作品の制作納品が、下期にずれたこと等によ

り、前回の見通しより減少いたしました。 

 

(2) 当中間連結営業利益の増加の理由 

 過去作品の版権収入が計画を上回ったことが寄与し、前回見込みを上回る結果となりました。 

 

(3) 当中間連結経常利益の増加の理由 

 上記（2）に記載いたしました理由に加え、為替差益等が発生したことにより、前回見込みを上回る

結果となりました。 

 

(4) 当中間連結純利益の増加の理由 

 監査法人との協議の結果、当社が保有する投資有価証券の一部を減損処理したことにより特別損失

（約 43 百万円）が発生しましたが、上記(3)のとおり、当中間連結経常利益が増加したこと及び当社

グループが保有する匿名組合出資持分の比率が変動したこと等により特別利益が発生した結果、増加

いたしました。 

 

 

＜当中間個別業績予想修正の理由＞ 

 

(1) 当中間個別売上高の減少の理由 

 9 月末に予定していたオンラインゲーム作品の制作納品が、下期にずれたこと等により、前回の見通

しより減少しました。 

 

(2) 当中間個別営業利益の増加の理由 

 過去作品の版権収入が計画を上回ったことが寄与し、前回見込みを上回る結果となりました。 

 

(3) 当中間個別経常利益の増加の理由 

 上記（2）に記載いたしました理由に加え、為替差益等が発生したことにより、前回見込みを上回る

結果となりました。 

 

(4) 当中間個別純利益の減少の理由 

 上記(3)のとおり、当中間経常利益が増加したこと及び当社が保有する匿名組合出資持分の比率が変

動したこと等により特別利益が発生しましたが、監査法人との協議の結果、当社が保有する投資有価

証券の一部を減損処理したことにより特別損失（約 43 百万円）が発生したため、減少しました。 

 

 なお、通期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想（連結・個別）につきましては、

現段階では不確定要素が多いため、今回の業績予想修正において、修正は行っておりません。 

 

※ 上記業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありま

すので、実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値や要因と異なる場合があることを予

めご承知おきください。 

以上 


